
選択制限は意味フレームに由来する

1 問題設定と主張

[3, 4]のデータ (§2で後述) に基づき，“襲う” の
選択制限 (selection(al) restrictions)について次の
ことを主張する: “xが yを襲う” を P(V, N ) (V = “

襲う”, N = 〈x, y〉と表わすと，変項 x, yの選択 (制
限)が相互依存的であり，V = “襲う” が選択してい
るのは，一つ一つの項ではなく，項の取りあわせ
N である．これが正しければ，選択制限の基本問
題は “N を定義する概念構造は何か?” と同じであ
る．V と N の対応は，ヒトが区別可能な “状況”

をコードする理解の単位，すなわち 意味フレーム
(semantic frames)[1] によって規定される，という
のが本発表の主旨である．
これから帰結するのは，一般には動詞の意味 V

(の決定)それ自体がN から独立しているとは言え
ないため，選択制限が V の語彙的な特徴に由来す
ると規定することには本質的な無理がある，という
ことである．選択制限は一般に語彙的な現象ではな
く，構文効果 (construction effects)の一つであると
言えるが，構文効果は意味フレームから予測可能な
効果である．従って，[2] の構文 (constructions)に
よる構文効果の説明が緻密化される可能性もある．

2 基本データ

図 1に “襲う” の意味フレームのネットワークを
示す．これは [3] の結果を改訂である．以下の “襲
う” の分析はこの記述に基づく．

xが 〈自然災害 〉の場合，x, yの選択は互いに独立
していない．

(1) a.高波が太郎を襲った
b. 高波がそのグループを襲った
c. ??高波がその町を襲った
d. ?*高波が和歌山県を襲った

(2) a. ?*津波が太郎を襲った
b. ??津波がそのグループを襲った
c. 津波がその町を襲った
d. 津波が和歌山県を襲った

高波の被害の規模には上限があり，被害者 yの規
模が大きくなり過ぎると逸脱性が現われる．津波に
は被害の規模に下限があり，被害者 yの規模が小さ
くなり過ぎると逸脱性が現われる．

xが 〈犯罪者 〉の場合も同様に，x, yの選択は互い
に独立していない．

(3) a. ???強盗が通行人を襲った
b. 強盗がその銀行を襲った
c. ?強盗がその (平和な)町を襲った
d. ???強盗が大阪を襲った

(4) a.通り魔が通行人を襲った
b. ???通り魔がその銀行を襲った
c. 通り魔がその (平和な)町を襲った
d. ??通り魔が大阪を襲った
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組員が敵対する組長を襲った

資源の乏しい国が隣国を襲った

F05: 虐待

F04: 強姦

覆面の男が銀行を襲った

通り魔が小学生を襲った

ストーカーが若い女性を襲った
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高波が海水浴客を襲ったF09: 小規模

F10: 大規模 地震が東京を襲った

ペストがその町を襲った

大型の不況がその国を襲った
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不安が彼を襲った

肺癌が働盛りの彼を襲った
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無力感が彼を襲った

痙攣が患者を襲った
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F07a: ナワバリ争い

F07b: 自衛行動

サルの群れが別の群れを襲った

図 1 “襲う” のフレームの階層ネットワーク
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